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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第73期

第３四半期
連結累計期間

第74期
第３四半期
連結累計期間

第73期

会計期間
自　2019年４月１日
至　2019年12月31日

自　2020年４月１日
至　2020年12月31日

自　2019年４月１日
至　2020年３月31日

売上高 （千円） 18,289,285 18,603,901 24,531,520

経常利益 （千円） 1,824,588 2,390,401 2,523,696

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 1,278,633 1,605,680 1,701,356

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,224,195 1,757,998 1,415,334

純資産額 （千円） 19,473,912 21,020,467 19,665,011

総資産額 （千円） 26,640,010 28,519,612 27,270,717

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 158.37 198.69 210.69

自己資本比率 （％） 73.1 73.7 72.1

 

回次
第73期

第３四半期
連結会計期間

第74期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2019年10月１日
至　2019年12月31日

自　2020年10月１日
至　2020年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 61.82 56.83

 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．１株当たり四半期（当期）純利益の算定に当たり控除する自己株式には、役員向け株式交付信託及び従業員向

け株式交付信託が保有する当社株式を含めております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び子会社２社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間における事業環境は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止策が講じられるなか

経済活動の再開が段階的に進められ、各種政策の効果により持ち直しの動きがみられましたが、再び感染者数が増

加し、今年１月に３大都市圏を中心に緊急事態宣言が再発出され、依然として先行き不透明な状況が続いていま

す。また、住宅市場におきましては、新設住宅着工戸数に関して、持家は横ばいながら貸家および分譲住宅は前年

を下回り、全体としては弱含みの推移となりました。

　このような状況のなか、当社グループは、「新型コロナウイルス感染症対策細則」を定め、コロナと共存した経

済を前提として、感染防止に努めながら業務を進めてまいりました。

　商品面では、中高級ゾーンの水栓ラインアップとして、キッチン用グースネック水栓の白色仕様をベースに、桜

柄を加飾した商品を昨年10月に発売しました。和をイメージした住空間と調和のとれる、デザイン性の高い商品で

あります。

　生産面では、ＫＰＳ（KVK　Production　System）活動を柱に、最適生産をめざし、あらゆる無駄の排除とコス

ト競争力の強化を推し進めています。組立工程では、出荷に合わせた複数回着工による生産により在庫の削減を進

めてまいりました。また、工場の自働化の一環として、主力製品の生産ラインの自働化を進めており、徐々に稼働

率が上がり原価低減に寄与しています。

　次の成長に向けた取り組みとしては、生産能力増強のため、本社工場敷地内に新工場棟の増設準備を進めていま

す。また、工場増設に合わせて、本社敷地内にＬＮＧガスによる発電設備とＬＮＧサテライトを設置し、電気と、

排熱を利用した蒸気・温水の供給を受けるコージェネレーションシステムの導入を予定しています。エネルギー使

用量と二酸化炭素排出量の削減が図られ、コストと環境の両面に寄与していく予定です。

　当第３四半期連結累計期間における連結業績につきましては、売上高は、住宅リフォーム需要により管工資材商

ルートからの高付加価値製品の受注が堅調に推移し、18,603百万円（前年同期比1.7％増）となりました。利益面

では、売上と同様に高付加価値製品が貢献したこと、また、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として営業活

動の自粛や不要不急な外出制限等により販売経費が減少したこともあり、営業利益は2,331百万円（前年同期比

36.8％増）、経常利益は2,390百万円（前年同期比31.0％増）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益

は、1,605百万円（前年同期比25.6％増）となりました。

　当社グループは、当期の通期業績予想を売上高24,000百万円、営業利益2,400百万円としており、これを通期の

経営目標としております。通期の経営目標に対する達成率は、売上高77.5％、営業利益97.1％となり、概ね順調で

すが、新型コロナウイルス感染症の拡大が当社グループの生産面や販売面へ及ぼす影響に不確定な部分が多く、当

第３四半期までの堅調な業績に陰りが出てくる可能性があり、現時点においては、業績予想を据え置くことといた

します。

　セグメント別の業績は以下の通りです。

　日本における売上高は、住宅設備機器メーカールートでは、新型コロナウイルス感染症の影響による受注減が見

られ、前年同期比5.6％減少しましたが、管工機材商ルートでは、住宅リフォームや巣篭り需要により、高付加価

値製品の受注が堅調に推移し、前年同期比9.1％増加し、18,748百万円（前年同期比1.6％増）となりました。セグ

メント利益は、上記のとおり、高付加価値製品が貢献したこと、また、営業活動の自粛や不要不急な外出制限等に

より販売経費が減少したこともあり、2,644百万円（前年同期比45.2％増）となりました。

　中国における売上高は、グループ間の取引高の減少により3,002百万円（前年同期比9.2％減）となりました。セ

グメント利益は、減収に伴い280百万円（前年同期比7.4％減）となりました。一方、中国国内の外部顧客への売上

高は、新型コロナウイルス感染症の影響で中国現地客先への訪問営業を自粛していますが、オンラインにてお客様

との商談を進め、売上確保に努めた結果、315百万円（前年同期比51.4％増）となりました。

　フィリピンにおきましては、グループ間のみの売買取引となります。
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　(2) 財政状態の分析

　資産は、前連結会計年度末に比べ1,248百万円増加し、28,519百万円となりました。これは主に現金及び預金が

1,003百万円増加したことによります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ106百万円減少し、7,499百万円となりました。これは主に未払法人税等が79百

万円減少したことによります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ1,355百万円増加し、21,020百万円となりました。この結果、自己資本比率

は73.7％（前連結会計年度末は72.1％）となりました。

 

　(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

　(4) 研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は244百万円であります。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,120,500

計 23,120,500

 

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2020年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2021年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,347,078 8,347,078

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

権利内容に何ら限定
のない当社における
標準となる株式であ
り、単元株式数は100
株であります。

計 8,347,078 8,347,078 ― ―

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項ありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項ありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2020年10月１日～

2020年12月31日
― 8,347,078 ― 2,854,934 ― 3,023,334

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2020年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2020年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－
１（１）②発行済株式
の「内容」欄に記載の
とおりであります。普通株式 200

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,335,500 83,355 同上

単元未満株式 普通株式 11,378 － －

発行済株式総数  8,347,078 － －

総株主の議決権  － 83,355 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、

それぞれ200株及び65株が含まれております。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式

に係る議決権の数２個が含まれております。

　　　　２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式70株が含まれております。

　　　　３．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式234,000株

（議決権2,340個）、従業員向け株式交付信託が保有する当社株式29,700株（議決権297個）が含まれており

ます。なお、役員向け株式交付信託が保有する当該議決権の数2,340個は、議決権不行使となっておりま

す。

 

②【自己株式等】

    2020年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

株式会社ＫＶＫ

岐阜県加茂郡富加町

高畑字稲荷641番地
200 － 200 0.00

計 － 200 － 200 0.00

　（注）１．2020年12月31日現在の当社保有の自己株式数は270株であります。

２．役員向け株式交付信託が保有する当社株式234,000株、従業員向け株式交付信託が保有する当社株式29,700

株は、上記自己株式には含まれておりません。
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２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

取締役

生産本部長兼ＫＰＳ推進室長兼

本社工場長

取締役

生産本部長兼生産管理部長兼

ＫＰＳ推進室長兼本社工場長

杉山　正直 2020年７月１日

取締役

海外事業室長

取締役

海外事業室担当
水谷　友保 2020年７月１日

取締役

研究開発本部長、品質保証室担当兼

開発部長

取締役

研究開発本部長、品質保証室担当
坪田　充夫 2020年10月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から

2020年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、監査法人コスモスによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,682,181 5,685,253

受取手形及び売掛金 5,508,184 ※１ 6,083,825

電子記録債権 3,392,725 ※１ 3,348,511

商品及び製品 803,759 791,582

仕掛品 783,660 771,307

原材料及び貯蔵品 1,192,910 1,212,014

その他 139,008 138,502

貸倒引当金 △55,300 △68,800

流動資産合計 16,447,131 17,962,197

固定資産   

有形固定資産   

機械装置及び運搬具（純額） 3,122,474 3,002,402

土地 1,793,808 1,795,342

その他（純額） 2,030,923 1,685,046

有形固定資産合計 6,947,207 6,482,791

無形固定資産 160,383 160,545

投資その他の資産   

投資有価証券 922,557 779,947

投資不動産 2,248,687 2,578,845

退職給付に係る資産 113,799 149,460

その他 430,951 405,823

投資その他の資産合計 3,715,995 3,914,077

固定資産合計 10,823,585 10,557,414

資産合計 27,270,717 28,519,612
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,752,795 1,547,768

電子記録債務 2,974,046 2,982,029

未払法人税等 524,611 444,773

賞与引当金 559,685 566,791

その他 1,315,323 1,482,669

流動負債合計 7,126,461 7,024,033

固定負債   

退職給付に係る負債 78,914 78,725

役員株式給付引当金 263,211 279,488

従業員株式給付引当金 1,769 2,527

その他 135,350 114,371

固定負債合計 479,244 475,111

負債合計 7,605,705 7,499,145

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,854,934 2,854,934

資本剰余金 3,023,334 3,023,334

利益剰余金 14,597,156 15,793,842

自己株式 △420,152 △413,700

株主資本合計 20,055,272 21,258,410

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,682 63,129

為替換算調整勘定 △172,655 △101,623

退職給付に係る調整累計額 △220,287 △199,449

その他の包括利益累計額合計 △390,261 △237,943

純資産合計 19,665,011 21,020,467

負債純資産合計 27,270,717 28,519,612
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

売上高 18,289,285 18,603,901

売上原価 13,111,497 12,748,402

売上総利益 5,177,788 5,855,498

販売費及び一般管理費 3,474,343 3,524,431

営業利益 1,703,444 2,331,066

営業外収益   

受取利息 7,519 7,367

受取配当金 8,690 8,874

投資不動産賃貸料 95,364 114,999

為替差益 31,126 －

作業屑売却益 9,214 －

その他 62,797 78,658

営業外収益合計 214,713 209,899

営業外費用   

売上割引 27,580 28,443

投資不動産賃貸費用 62,448 89,680

為替差損 － 28,974

その他 3,540 3,466

営業外費用合計 93,569 150,565

経常利益 1,824,588 2,390,401

特別利益   

固定資産売却益 － 3,361

特別利益合計 － 3,361

特別損失   

投資有価証券償還損 － 14,382

固定資産売却損 2,054 1,123

固定資産除却損 2,999 6,465

ゴルフ会員権評価損 1,077 －

特別損失合計 6,131 21,970

税金等調整前四半期純利益 1,818,456 2,371,791

法人税、住民税及び事業税 432,180 781,319

法人税等調整額 107,642 △15,208

法人税等合計 539,822 766,111

四半期純利益 1,278,633 1,605,680

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,278,633 1,605,680
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

四半期純利益 1,278,633 1,605,680

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 31,948 60,447

為替換算調整勘定 △91,758 71,032

退職給付に係る調整額 5,372 20,838

その他の包括利益合計 △54,437 152,318

四半期包括利益 1,224,195 1,757,998

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,224,195 1,757,998
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形等

　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形等が四半

期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2020年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2020年12月31日）

受取手形 －千円 250,653千円

電子記録債権 －千円 25,232千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであ

ります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

減価償却費 　　　　　　　　634,378千円 　　　　　　　　623,007千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月21日

定時株主総会
普通株式 225,368 27 2019年３月31日 2019年６月24日 利益剰余金

2019年10月31日

取締役会
普通株式 183,631 22 2019年９月30日 2019年12月５日 利益剰余金

（注）１．2019年６月21日定時株主総会決議による配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対す

る配当金6,750千円及び従業員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金810千円が含まれておりま

す。

２．2019年６月21日定時株主総会決議による１株当たり配当額には、創業80周年記念配当５円を含んでおります。

３．2019年10月31日取締役会決議による配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する配

当金5,236千円及び従業員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金655千円が含まれております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月26日

定時株主総会
普通株式 225,364 27 2020年３月31日 2020年６月29日 利益剰余金

2020年10月30日

取締役会
普通株式 183,629 22 2020年９月30日 2020年12月７日 利益剰余金

（注）１．2020年６月26日定時株主総会決議による配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対す

る配当金6,426千円及び従業員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金804千円が含まれておりま

す。

２．2020年６月26日定時株主総会決議による１株当たり配当額には、大連北村閥門有限公司設立30周年記念配当５

円を含んでおります。

３．2020年10月30日取締役会決議による配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する配

当金5,148千円及び従業員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金653千円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、給水栓・給排水金具・継手及び配管部材の製造・加工・仕入れ及び販売を主事業とする専
門メーカーで、所在地別セグメント情報を報告セグメントとしております。

 
Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント 調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 日本 中国 フィリピン 計

売上高       

外部顧客への売上高 18,080,695 208,589 － 18,289,285 － 18,289,285

セグメント間の内部
売上高又は振替高

366,402 3,096,987 238,029 3,701,419 △3,701,419 －

計 18,447,098 3,305,577 238,029 21,990,705 △3,701,419 18,289,285

セグメント利益 1,821,573 302,461 8,792 2,132,828 △429,383 1,703,444

（注）１.　セグメント利益調整額△429,383千円には、セグメント間取引消去31,974千円、各報告セグメン
トに配分していない全社費用△473,973千円、棚卸資産の調整額12,616千円が含まれておりま
す。全社費用は、主に親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

　　２.　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント 調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 日本 中国 フィリピン 計

売上高       

外部顧客への売上高 18,288,112 315,788 － 18,603,901 － 18,603,901

セグメント間の内部
売上高又は振替高

460,589 2,687,195 222,543 3,370,328 △3,370,328 －

計 18,748,701 3,002,984 222,543 21,974,229 △3,370,328 18,603,901

セグメント利益 2,644,941 280,170 3,036 2,928,147 △597,080 2,331,066

（注）１.　セグメント利益調整額△597,080千円には、セグメント間取引消去26,048千円、各報告セグメン
トに配分していない全社費用△629,133千円、棚卸資産の調整額6,003千円が含まれておりま
す。全社費用は、主に親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

　　２.　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

（１）１株当たり四半期純利益 158円37銭 198円69銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 1,278,633 1,605,680

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（千円）
1,278,633 1,605,680

普通株式の期中平均株式数（株） 8,073,387 8,081,223

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式数に、役員向け株式交付

信託が保有する当社株式（前第３四半期連結累計期間243,649株、当第３四半期連結累計期間235,861株）及び

従業員向け株式交付信託が保有する当社株式（前第３四半期連結累計期間29,889株、当第３四半期連結累計期

間29,737株）を含めております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

（中間配当）

　2020年10月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）配当金の総額………………………………………183,629千円

　（ロ）１株当たりの金額…………………………………22円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2020年12月７日

　（注）１．2020年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。

２．配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金5,148千円及び従業員向

け株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金653千円が含まれております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 

2021年２月12日

株式会社ＫＶＫ

取締役会　御中

 

 

監査法人コスモス

愛知県名古屋市

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 岩村　豊正　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 長坂　尚徳　　印

 

 

 

監査人の結論
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＫＶＫ
の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020年12月31
日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ
ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＫＶＫ及び連結子会社の2020年12月31日現在の財政状態並び
に同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点
において認められなかった。
 
監査人の結論の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ
た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責
任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し
ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入
手したと判断している。
 
その他の事項
　会社の2020年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間に係る
四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が
実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2020年２月10日付けで無限定の結論を表明しており、
また、当該連結財務諸表に対して2020年６月22日付けで無限定適正意見を表明している。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適
切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続
企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期
連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー
手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され
る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め
られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と
認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど
うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において
四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が
適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人
の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業
として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成
基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務
諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ
せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査
人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査
人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な
発見事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並
びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを
講じている場合はその内容について報告を行う。
 
利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社ＫＶＫ(E01434)

四半期報告書

18/18


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

